
ル
イ
ス
・フ
▼
イ
ス
と
捲
縁
警
り
　

津

正
明

ル
イ
ス

・
フ
ロ
イ
ス
は
、

戦
同
時
代
の
木

期
か
ら
安
Ｌ
桃
山
時
代
に
わ
た

っ
て
ｔ
ｒ
午

あ
ま
り
Ｈ
本
に
滞
在
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
、

イ
エ
ズ
ス
会
の

‐可
祭
で
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
の

市
郎
リ
ス
ボ
ン
で
■
ま
れ
、
卜
六
歳
で
イ
エ

ズ
ス
会
に
入

つ
て
お
り
ま
す
。

Ｈ
本
に
初
め
て
足
跡
を
し
る
し
た
の
は
、

永
様
六
年

（
（

点
六
…

）
横
瀬
浦
で
し
た
。

横
瀬
浦
は
西
役
杵
半
降
の
北
端
、

佐
世
保
港

の
港

内

に
あ

り

ま

す
。「

時
ポ
ル
ト
ガ
ル

船
は
　
平
戸
に
入
港

し
て
お
り
、

平
戸
は

「西

の
都
」
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
繁
栄
し
て

い
ま
し
た
。

永
様
川
午

（
＾

正

工食

）
、

ポ

ル
■
ガ

ル
人
卜
左
名
が
殺
さ

れ
る
事
件
が
起
こ
り

ま
し
た
。
イポ
ル
ト
ガ

ル
人
の
構
浦
氏
に
た

い
す
る
反
感
は
募
り
、

他
所

へ
港
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
、

秘
密
基

に
大
村
氏
の
所
領

『横
瀬
―ｌｌｉ
」
の
一測

性
を
行

っ
て
お

―り
ま
す
。

時
の
大
村
，の

領
卜
は
大
村

純
忠
で
ｔ
た
。

大
村
家
に
は
ｒｔ
明
と
い
う
嗣
ｒ
が
あ
り
な

が
ら
、

ｒｔ
明
を
武
雄
の
後
藤
氏
の
跡
継
ぎ
に

出
し
、

布
馬
よ
り
行
馬
崎
純
の
子

一純
忠
」

を
差
子
と
し
て
迎
え
て
い
ま
し
た
。

純
忠
は
、

横
瀬
浦
の
港
を
イ
エ
ズ
ス
会
に

譲
渡
し
教
会
を
建
て
、

キ
リ
ス
ト
教
を
領
内

に
ひ
ろ
め
る
い
を
認
め
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人

の
交
易
を
容
易
に
す
る
■
を
約
束
し
ま
し
た
。

永
様
た
年

（
（

れ
六
ｉ

）
横
瀬
浦
が
開
港

さ
れ
い
ポ
ル
■
ガ
ル
の
船
が
入
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

横
瀬
に
は
各
地
か
ら
移
住
持
が

あ

っ
て
、

翠
年
に
は
人
家
は

一
千

，ｆ
科
に
も

な

っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

永
株
六
午
六
月
、

大
村
純
忠
は
横
瀬
対
に

お
い
て
ｔ
ｈ
ｉ
卜
Ａ
名
と
と
も
に
洗

礼
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
Ｈ
本
で
技
ヽ

初
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
誕
生
で
す
。

ド
ン

・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
と
称
し
て
お

り
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
従
と
な

っ
た
純
忠
は
、

■
社
の
焼
き
打
ち

ぃ
仏
像
の
破
理
を

行
な
い
ま
し
た
。

領
内
で
の
反
感
は

強
く
、

政
権
米
稗
は
脆
瑚
で
し
た
。

反
純
忠
努
力
は
、

後
藤
☆
明
を
か

つ
い
で
永
株
六
午
し
月
横
瀬
浦
を
攻

め
、

横
瀬
浦
は
灰
雄
に
姉
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

繁
栄
は
わ
ず
か
ハ

一午

冊
で
、

そ
の
後
前
蛮
貿
易
の
港
は
柄
―――
浦

・

長
崎
に
移

っ
て
行
き
ま
す
。

ル
イ
ス

■
フ
ロ
イ
ス
は
京
都
で
も
布
教
活

動
を
行

つ
て
お
り
、

信
長

・
秀
持
に
も
対
面

し
て
お
り
ま
す
。

彼
が
残
し
た
膨
大
な
洋
簡

と
、

そ
の
林
洋

「日
本
史
』
は
】
時
の
状
況

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
貴
碇
な
史
料
で
す
。

ル
イ
ス

・
フ
ロ
イ
ス
は
嵯
長
１

年

（
．

Ａ

九
し
）
Ｌ
月
八
＝
、

長
崎
で
生
涯
を
終
わ

っ

て
お
り
ま
す
。
，
年
六
卜
●
歳
で
し
た
。

耐

4品
未

ヶ拓i

をメと
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